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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変

わ
り
な
く
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
ね
じ
れ
国
会
や
食
品
偽
装
、

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
の
高
騰
な
ど
物
価
の

急
激
な
上
昇
、
自
然
災
害
の
連
発
に
よ

る
地
球
環
境
問
題
の
深
刻
化
な
ど
、
今

ま
で
に
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
毎
日

報
道
さ
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

当
社
は
造
園
緑
化
工
事
、
法
面
処
理

工
事
、
園
芸
用
品
販
売
等
を
生
業
と
し

て
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
事

業
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
生
き
残
り
を
か
け
た
サ
バ
イ
バ
ル

レ
ー
ス
に
臨
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
当
社
が
た
ず
さ
わ
る
緑
事

業
は
、
昨
今
の
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
の
取
組
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
緑

を
育
て
、
守
り
、
美
し
い
景
色
を
造
り

だ
し
、
社
会
に
潤
い
を
与
え
、
植
物
は

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
酸
素
を
排
出

し
て
、
人
を
助
け
ま
す
。 

 

厳
し
い
状
況
下
だ
か
ら
こ
そ
、
当
社

が
存
続
す
る
た
め
、
緑
に
特
化
し
、
緑
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謹
賀
新
年 

新
春
に
寄
せ
て 

代
表
取
締
役 

西
村
順
雄

コウノトリと共に飛翔の年に 
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を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
社
員
一
人
々
が
共

存
共
栄
を
め
ざ
し
、「
総
て
に
感
謝
」
し

て
、「
世
の
た
め
人
の
た
め
に
働
い
て
生

き
て
行
く
」
こ
と
を
理
解
し
行
動
す
る

こ
と
が
、
会
社
が
継
続
し
、
お
客
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

出
来
る
方
法
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 

本
年
は
社
員
教
育
の
充
実
を
図
り
、

技
術
力
の
向
上
と
会
社
能
力
の
充
実

で
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、 

      

当
社
で
は
（
財
）
淡
路
花
博
記
念
事

業
協
会
に
よ
る
「
花
木
に
よ
る
花
の
名

所
づ
く
り
」
事
業
に
、
地
域
住
民
か
ら

の
依
頼
で
、
六
月
か
ら
協
力
し
て
い
ま

し
た
。
事
業
が
本
格
的
に
動
き
だ
し
、

十
二
月
に
入
り
、
但
馬
の
二
箇
所
で
地

域
住
民
に
よ
る
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 こ

の
事
業
は
、
地
域
を
花
木
で
花
の
名

所
と
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
も
し
く
は 

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
緑
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
励
み
、
地
域
で
暮

ら
す
人
々
の
た
め
に
、
お
客
様
中
心
主

義
で
株
式
会
社
西
村
風
晃
園
は
緑
事

業
に
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。 

最
後
に
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
成
二

十
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

      新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と

す
る
施
設
等
の
中
で
、
花
木
を
植
え
る

事
で
自
分
た
ち
の
地
域
を
よ
り
良
く
し
、

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
親
し
ん

で
も
ら
え
る
様
な
名
所
に
し
た
い
と
の
、

地
域
の
要
望
に
対
し
て
、
同
財
団
が
行

う
補
助
制
度
で
す
。
但
馬
に
於
い
て
は

山
東
町
楽
音
寺
周
辺
、
八
鹿
町
浅
間
寺

周
辺
の
二
箇
所
で
審
査
を
通
過
し
、
事

業
へ
の
助
成
が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。 

            (

楽
音
寺
周
辺)

 

朝
来
市
山
東
町
楽
音
寺
地
区
の
「
ヒ

メ
ハ
ナ
公
園
」
に
ウ
ツ
ギ
を
中
心
に
植

栽
す
る
も
の
で
す
。 

ウ
ツ
ギ
は
、
初
夏
に
１
㎝
程
の
白
い

花
を
咲
か
せ
「
卯
の
花
」
と
も
呼
ば
れ

る
低
木
で
す
。
こ
の
花
が
、
同
公
園
の

名
前
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
ウ
ツ
ギ
ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ
と
い
う

「
ウ
ツ
ギ
」
し
か
食
べ
な
い
珍
し
い
蜂
が

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
蜂
の
群
生
地
が
、
公
園
に
隣

接
す
る
楽
音
寺
に
あ
り
ま
す
。
近
年
そ

の
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、 

            少
し
で
も
食
花
で
あ
る
「
ウ
ツ
ギ
」
を

増
や
す
こ
と
で
、
蜂
の
保
護
に
役
立
て

よ
う
と
い
う
の
が
今
回
の
計
画
で
す
。 

十
二
月
八
日
（
土
）
に
は
、
小
雨
の

降
る
寒
い
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

様
々
な
世
代
の
地
域
の
方
々
五
十
人

以
上
が
植
樹
祭
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

地
域
の
活
性
化
を
願
う
熱
気
に
満

ち
た
植
樹
と
な
り
、
参
加
者
か
ら
「
日

本
一
の
ウ
ツ
ギ
の
郷
に
な
れ
ば
」
と
の

話
が
出
る
植
樹
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
公
園
は
今
後
、
蜂
を
保
護
す
る

と
い
う
目
的
と
共
に
ウ
ツ
ギ
公
園
と
し

て
日
本
一
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
す
。 

「花
木
に
よ
る

花
の
名
所
づ
く
り
」事
業 

に
協
力

楽音寺周辺での植樹 
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(

浅
間
寺
周
辺)

 

養
父
市
浅
間
区
の
浅
間
寺
周
辺
の
景

観
を
花
木
に
よ
っ
て
良
く
す
る
も
の
で

す
。
浅
間
寺
は
須
留
岐
山
の
山
麓
に
あ

り
、
棚
田
に
囲
ま
れ
、
四
季
を
通
じ
て

自
然
を
楽
し
め
ま
す
。
又
、
県
下
一
の

長
寿
を
生
み
出
す
山
水
が
有
名
で
す
。 

今
回
の
事
業
で
は
秋
を
彩
る
紅
葉
を

よ
り
楽
し
む
為
に
、
カ
エ
デ
類
、
ド
ウ

ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
景
観
を
崩
す
こ
と
な
く
、

よ
り
自
然
に
植
栽
す
る
も
の
で
す
。 

 

十
二
月
二
十
二
日
（
土
）
に
小
雨
で

は
あ
り
ま
し
た
が
区
民
総
出
で
植
樹
が 

             

行
わ
れ
ま
し
た
。
一
本
一
本
丁
寧
に
植

え
る
参
加
者
に
、
地
域
興
し
の
熱
気
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
急
遽
、
養
父
市
長

様
も
参
加
す
る
な
ど
地
域
の
力
を
結

集
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
植

樹
後
は
参
加
者
全
員
で
、
近
く
で
捕
れ

た
お
い
し
い
イ
ノ
シ
シ
汁
に
舌
鼓
を

う
ち
な
が
ら
植
樹
祭
は
終
了
し
ま
し
た
。 

       

（
財
）
兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り
技
術
セ

ン
タ
ー
が
主
催
し
、
平
成
十
九
年
度
新

技
術
・
新
工
法
発
表
会
が
、
兵
庫
県
中

央
労
働
セ
ン
タ
ー
で
十
二
月
二
十
一

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
社
が
加
盟

す
る
「
簡
易
吹
付
法
枠
協
会
」
及
び
「
Ｓ

Ｄ
工
法
研
究
会
」
が
同
財
団
の
依
頼
を

受
け
、
公
共
団
体
等
の
技
術
者
に
新
工

法
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

当
社
は
、
今
後
も
両
工
法
の
普
及
宣

伝
に
積
極
的
に
取
組
、
皆
様
方
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
い
た
し 

両
植
樹
祭
に
は
、
事
業
の
発
案
者
で

も
あ
り
、
地
域
活
性
化
を
全
国
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
森
正
先
生
も
参
加
さ
れ
、

今
後
の
地
域
の
あ
り
方
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

熱
心
に
先
生
の
話
に
耳
を
傾
け
、
熱

心
に
植
樹
を
行
う
姿
に
、
地
域
を
良
く

し
よ
う
と
言
う
意
気
込
み
と
愛
情 

      

ま
す
。 

           

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
事
業
に
協
力
し
た
こ
と
で
、

改
め
て
緑
事
業
に
取
り
組
む
企
業
と

し
て
、
地
域
活
性
化
へ
の
協
力
を
積
極

的
に
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

                    

浅間寺周辺での植栽 

新
技
術
・新
工
法 

発
表
会
開
催 

簡易吹付法枠協会 

ＳＤ工法の研究会 
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一
月
六
日 

初
出
式
及
び
安
全
祈
願
祭
開
催 

 一
月
六
日 

豊
岡
市
河
谷
で
区
民
と
共
同
で 

コ
ウ
ノ
ト
リ
巣
塔
に
巣
材
設
置 

 三
月
二
十
一
日 

当
社
関
連
会
社
が
か
か
わ
る 

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
オ
ー
プ
ン 

 三
月
二
十
四
日 

コ
ウ
ノ
ト
リ
感
謝
祭
に
参
加 

 三
月
二
十
六
日 

入
社
式
開
催 

           
  

四
月
七
日
〜
五
月
二
十
一
日 

春
の
新
鮮
植
木
市
開
催 

         

四
月
十
三
日

多
自
然
工
法
研
修
会
開
催 

 

五
月
十
六
日
・
十
七
日 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
更
新
審
査 

 

五
月
二
十
八
日
〜
六
月
一
日 

ト
ラ
イ
や
る
ウ
イ
ー
ク
受
け
入
れ 

 

六
月
四
日
〜
十
日 

新
規
採
用
者
参
禅
研
修
開
催 

 
 

         

六
月
二
十
二
日 

 

平
成
二
十
年
新
規
採
用
者
選
抜
試
験

 

六
月
三
十
日 
 

安
全
大
会
及
び
安
全
祈
願
祭
開
催 

 

六
月
三
十
日 

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
巣
作
成 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施 

         
  

「辞令を受ける新入社員たち」

六
月
三
十
日 

 

Ｓ
Ｄ
工
法
研
修
会
開
催 

 

七
月
二
十
日
・
二
十
七
日 

 

コ
ウ
ノ
ト
リ
感
謝
祭
に
参
加 

 

九
月
二
十
九
日 

二
十
四
期
に
向
け
て 

（
二
十
四
期
会
社
方
針
説
明
会
）
開
催 

 

九
月
二
十
九
日
〜
十
月
七
日 
 

ひ
ょ
う
ご
ま
ち
な
み 

ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
に
参
加 

 

十
月
十
三
日
〜
二
十
一
日 

 

秋
の
新
鮮
植
木
市
開
催 

          

十
月
二
十
・
二
十
一
日 

 

ひ
ょ
う
ご
フ
ロ
―
ラ
フ
ェ
ス
タ
に
協
力 

         

十
二
月
八
日 

 

朝
来
市
楽
音
寺
周
辺
で
植
樹
祭 

 

十
二
月
二
十
二
日 

 

養
父
市
浅
間
寺
周
辺
で
植
樹
祭 

 

「植木市会場を 
    訪れた親子連れ」

「造園業をＰＲする社員」

 

「コウノトリの巣を 
作成する社員たち」 

「座禅にトライする研修生」 

「季節の花コーナー」 

簡易吹付法枠工法 

環境にやさしい工法・製品が但馬を変える 
環境に配慮した法面緑化技術講習会 

日 時：平成 20 年 2月 14 日(木) 13 時開場・開演 13 時 20 分 
場 所：豊岡市民会館 大会議室 
内 容：講演Ⅰ「災害復旧・防災工事のコスト縮減工法 簡易吹付法枠工法」
  簡易吹付法枠協会 技術委員長 小畑秀弘 氏
 講演Ⅱ「外来種対応の環境緑化工法」 
  国土環境緑化協会 技術委員長 谷口伸二 氏
 特別講演 「会計検査について」 
  元会計検査院 藤原 靖 氏 
主 催：国土環境緑化協会連合会 近畿支部兵庫県部会 
問合先：日本植生㈱神戸営業所（℡０７８－８０１－６１１０） 
 ㈱西村風晃園豊岡本社（℡０７９６－２３－５６１１） 


